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討した。【方法】21〜22 歳の女子大生 35 名を対象とし、月経周期が不順な学生を除いた 25 名の学生を被験
者とした。基礎体温計を用いて、月経期、卵胞期、黄体期の 3 期分け、それぞれの時期において MDQ スコ
アへの回答・唾液採取をした。唾液採取の方法は、5 分間安静にした後、唾液を 5 分間口腔内に溜め、紙コ
ップに吐き出してもらい採取した。採取した後はただちに冷凍保存をし、この唾液を用いて唾液 CgA（EIA
法）およびタンパク質濃度（BCA 法）を測定した。【結果】唾液たんぱく質１g 当たりの CgA 濃度では、月
経期と卵胞期では有意差は認められなかったが、月経期より黄体期、卵胞期より黄体期で、それぞれ有意に




















 女性の月経は月経出血の開始日を第 1 日とし、
25-35 日（平均 28 日前後）かけて、月経期、卵胞期、





















Moos が 開 発 し た 「 Menstrual distress 
questionnaire (MDQ)」の質問紙がある 5)。MDQ は
月経周期の時期を「月経前」「月経中」「月経後」と
して、47 項目の質問に対して、月経周期を思い起こ

















































































 唾液採取時間は、食事摂取前の 12:30-13:00 の間
とした。また、イオン交換水でよく含水した後、唾
液を採取した。 












関する調査フォーム T」を用いた 14)。全 54 項目中、
精神症状 16 項目を抽出した。各項目について「な
し、弱い、中くらい、強い」の 4 段階評価をしても
らい、「なし」は 1 点、「弱い」は 2 点、「中くらい」
は 3 点、「強い」は 4 点で点数化した。 
 唾液タンパク質分泌量及び唾液クロモグラニン A
濃度測定、MDQ スコア調査は被験者 25 名に対して
各期 1 回ずつ（被験者合計 75 回）行った。その結






















3.1 月経周期における唾液クロモグラニン A 濃度
の変動 
唾液タンパク質 1g 当たりのクロモグラニン A 濃





3.2 MDQ スコア調査結果 
 MDQ スコアの精神症状の 6 項目の結果を図 2 に
示す。MDQ スコアの精神症状 MDQ スコアの精神
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図 2 月経周期における精神症状の変化 
図中の＊の表示は月経周期別で有意差があることを示した。いずれも、p<0.05を有意差ありと判定し、図のデ
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